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概要：国立教育政策研究所では，平成 28 年度と 29 年度の 2 か年で「教員養成課程等における ICT 活

用指導力の育成のための調査研究」を実施している。平成 28 年度には，教職課程を持つ全国の

大学等に対して，質問紙調査を実施した。その調査概要と分析結果について報告し，教員養成段

階での ICT 活用指導力の育成についての課題について考察する。 
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１ はじめに 

教員の ICT活用指導力を向上させることが求

められている。文部科学省の調査によれば，ICT

活用指導力は年々向上しているものの，「児童生

徒の ICT 活用を指導する能力」があると答えた

教員は未だ 66.2%に過ぎない  [文部科学省 , 

2016]。 

現職教員の ICT 活用指導力の育成については，

現状では主に教員研修や免許状更新講習等で行

われている。他方，教員を目指す学生（教員養

成課程等の学生）に対しては，各大学において

独自に取り組みが行われている。 

この点について，中央教育審議会は，「ICT の

操作方法はもとより，ICT を用いた効果的な授

業や適切なデジタル教材の開発・活用の基礎力

の養成」が新たな課題であるとしている [中央

教育審議会, 2015]。 

この答申を受け，教育職員免許法が平成 28 年

11 月に改正された。また現在，同法施行規則の

改正について検討が進められている。これまで，

ICT 活用指導力を育むための「情報機器及び教

材の活用」についての指導は，主に「教育の方

法及び技術」において実施されていた。今回の

見直しにより，平成 31 年度以降に開設される

教職課程では「各教科の指導法」においても実

施することとなる予定である。 

さらに，教職課程で共通的に身に付けるべき

最低限の学修内容を示した「教職課程コアカリ

キュラム」についても検討が進められている。

各教科の指導法のコアカリキュラム案には，到

達目標の一つに「当該教科の特性に応じた情報

機器及び教材の効果的な活用法を理解し，授業

設計に活用することができる。」という項目が掲

げられている [教職課程コアカリキュラムの在

り方に関する検討会, 2017]。 

教員の ICT活用指導力の育成は重要かつ喫緊

の課題であり，特に教員養成段階での育成のあ

り方については注目されている。本研究は，中

央教育審議会の答申で示された課題の解決に資

するため，教員養成段階における ICT 活用指導

力の育成に関する実態調査を行う。 

 

２ 調査概要 

 調査対象は，全国の教員養成を行っている大

学，短期大学，短期大学部で，総数は 850 校で

ある。調査期間は平成 28 年 11 月 21 日～12 月

9 日とし，郵送による調査票の発送，回収を行

った。 

 調査は「施設設備に関する調査」と「講義に

関する調査」により構成された。 

「施設設備に関する調査」は，教職に関する科 

目等で利用することができる施設・設備，教職 



に関する講義等を行う大学教員を対象とした各

種研修の実施状況についての調査で，各機関に

対して 1 通の調査を実施した。 

「講義に関する調査」は，教職に関する科目

のうち「各教科の指導法」及び「教育の方法及

び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」ま

たは教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定

める科目のうち「情報機器の操作」の講義を担

当している教員を対象とした，ICT 活用指導力

の育成に係る調査で，各機関に対して調査を実

施した（「教育の方法及び技術」「情報機器の操

作」は各 1 通，「各教科の指導法」は開設講義数

に差があるため，1～3 通の回答を求めた）。調

査項目は，学校教員のための「教員の ICT 活用

指導力の基準」 [文部科学省, 2007]をもとに設

計した。ただし，この基準は改訂が検討されて

おり，本調査ではこれを考慮した。調査項目の

例を表 1に示す。 

国立 66，公立 44，私立 468 の計 578 機関から

の返送があり，回収率は 88.9%であった。また，

「講義に関する調査」の調査票は，2,148 通の返

送があった。 

 

３ 調査結果の概要 

３．１ 施設設備に関する調査 

教職課程の講義の担当教員が利用できる ICT 機

器 

 各機関の設備の整備状況を設置者（国立，公

立，私立）ごとに集計した結果を表 2に示す。

大学規模が異なるため，単純に数値だけでの比

較はできない。しかし，電子黒板の数が少ない

ことは明らかである。プロジェクタ数からおお

よその講義室数は推測できるが，それに比して

電子黒板の数は極めて少ない。また，指導者用

デジタル教科書も平均で1.23ライセンスであり，

「教員の ICT 活用指導力の基準」 本調査 

C1 児童/生徒がコンピュータやインターネットなどを

活用して、情報を収集したり選択したりできるように

指導する。 

5.2 コンピュータやインターネットなどを活用して，

情報を収集したり，目的に応じた情報や信頼できる情

報を選択したりできるよう指導する 

C2 児童/生徒が自分の考えをワープロソフトで文章に

まとめたり、調べたことを表計算ソフトで表や図など

にまとめたりすることを指導する。 

5.3 ワープロソフト・表計算ソフトなどを活用して，

調べたことや自分の考えを文章・表・グラフ・図など

にまとめることができるよう指導する 

C3 児童/生徒がコンピュータやプレゼンテーションソ

フトなどを活用して、わかりやすく発表したり表現し

たりできるように指導する。 

5.4 コンピュータやプレゼンテーションソフトなどを

活用して，自分の考えなどをわかりやすく効果的に発

表・説明したり，話し合ったりできるよう指導する 

C4 児童/生徒が学習用ソフトやインターネットなどを

活用して、繰り返し学習したり練習したりして、知識

の定着や技能の習熟を図れるように指導する。 

4.4 知識の定着や技能の習熟をねらいとして，繰り返

し学習させたり，児童生徒一人一人の理解や習熟の程

度などに応じた学習をさせたりするために，学習用ソ

フトやインターネットなど，ICT 機器を活用させるこ

とができるよう指導する 

表 1. 調査項目の例 

国立 公立 私立 全体
4.45 1.72 3.42 3.41
41.14 27.52 44.07 42.44
7.28 4.42 8.55 8.07
12.83 14.16 25.33 23.01
15.46 24.70 48.59 42.96

キーボードあり 6.88 0.64 9.52 8.53
キーボードなし 25.08 7.59 18.62 18.54

1.63 0.49 1.24 1.23デジタル教科書

タブレットPC

電⼦⿊板
プロジェクタ
大型モニタ
実物投影機
ノートPC

表 2. 設備の整備状況（台・平均値） 



デジタル教科書による指導を学ぶ環境が整って

いるとは言い難い状況である。タブレットPCに

関しても，特に公立大学においては十分な台数

が整備されているとは言えない。 

教職課程の講義で利用できるネットワーク環境 

 無線 LAN の使用できる教室（概ね教室内す

べての場所でアクセスすることが可能であるこ

とが条件であり，教室内の全学生が同時に接続

をして十分な帯域を確保できることまでは求め

ていない）は，国立は約 85%であるのに対し，

公立，私立は約 55%と低い結果となった。また，

教員養成系は約 70%であるのに対し，非教員養

成系は約 55%であった。 

大学教員を対象とした，アクティブ・ラーニン

グの視点を踏まえた ICT 活用に関する研修 

研修を年に 1 回以上実施している割合は，単

科大学より総合大学が，公立より国立や私立が，

小中規模校より大規模校の実施率が高いことが

明らかになった（全体平均実施率 31.3%）。 

大学教員を対象とした，情報セキュリティ，情

報モラル等に関する研修 

研修を年に 1 回以上実施している割合は，教

育養成系や国立，大規模校の実施率が高いこと

が明らかになった（全体平均実施率 33.3%）。 

大学教員を対象とした，ICT 機器の活用のサポ

ート体制の整備 

サポート体制として，支援員や情報部門の随

時対応，研修の実施等について問うたところ，

設置者等による大きな違いはなく，55%前後の

整備率であった。ただし，大学規模が大きくな

るに従い，整備率も上昇する傾向が見られた（全

体平均整備率 55.1%）。 

３．２ 講義に関する調査 

基本属性 

 回答者は，主に 40 代～60 代（全体の 86.5%）

であり，男性（78.4%），常勤教員（83.7%）によ

る回答が多かった。また，「初等中等教育の教育

職員としての勤務経験」の有無について問うた

ところ，ほぼ同数（勤務経験あり 53.3%）であ

った。 

ICT 機器の使用状況 

講義での ICT機器等の使用状況を集計した結

果を表 3に示す。多くの機器が講義で活用され

ていない実態が分かる。活用が進んでいるプロ

ジェクタでも，教員による提示が主であり，学

生に使用させる場面は少ない。電子黒板，（大学

が用意した）タブレット PC，（指導者用）デジ

タル教科書の使用はほとんど見られない。これ

らは，大学による整備が進んでいないのが大き

な要因と思われる。 

  

４ 「児童生徒の ICT 活用を指導する能力」の

育成に関する考察 

 本報告では，講義に関する調査結果から，「児

童生徒の ICT 活用を指導する能力」の育成に関

して，焦点を当てて考察する。 

調査項目は，表 1に示したとおりである。こ

れらの項目は，現職教員を対象とした調査では，

他の ICT 活用指導力と比較して，獲得が遅れて

いる能力である。 

 各調査項目について，本調査（各項目につい

て，学生に対する指導を行っていると答えた教

員の割合。担当する「各教科の指導法」により

学校段階を分類）と，平成 27 年度の現職教員対

象の調査（各項目について ICT 活用指導力があ

ると答えた教員の割合）を比較したものを表 4

に示す。 

 学校段階で比較すると，小学校の教科指導法

学
生
一
人
一
人
に

使
用
さ
せ
て
い
る

学
生
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
し
て
使

用
さ
せ
て
い
る

教
員
が
学
生
の
前

で
提
示
し
て
使
用

し
て
い
る

使
用
し
て
い
な
い

電⼦⿊板 2.37 4.14 9.68 85.61
プロジェクタ 9.64 17.13 76.77 16.01
大型モニタ 1.40 1.63 21.32 67.13
実物投影機 1.58 3.31 33.01 49.95
タブレットPC 3.40 2.37 4.84 85.06
デジタル教科書 1.21 1.68 6.33 86.69

表 3. ICT 機器の使用状況（%・複数回答） 



において，ICT 活用の指導が進んでいない。現

職教員の結果を見ると，むしろ小学校段階にお

ける指導が進んでいる。小学校における指導の

実態と，大学教職課程における指導に乖離があ

ると考えられる。 

 また，項目間の結果を比較すると，いずれの

学校段階においても，知識の定着や技能の習熟

について，大学教職課程の結果が極めて低い。

情報収集－まとめ－発表といった，調べ学習と

しての活用は進められているが，繰り返し学習

や個別学習などでの活用についての指導が進ん

でいないのではないかと考えられる。 

 

５ まとめ 

 本報告では，教員養成段階における ICT 活用

指導力の育成の現状を把握するために実施した，

大学，短期大学等を対象とした実態調査の結果

概要を報告した。また，調査結果の中から，「児

童生徒の ICT 活用を指導する能力」について詳

細な考察をした。 

 大学等の教職課程は，現在の教育現場に必要

とされる人材を輩出するための職業教育の側面

だけではなく，新たな課題への対応や今後必要

となる知識，技能の教授，先進的な取り組みの

試行など，学術的な側面もある。 

調査結果からは，職業教育の側面も十分な教

育が実施されているとは言い難い。学術的な側

面も同様である。例えば，個別学習を充実させ

るために，ICT の活用が有効であると期待され

ているが，そのためには 1 人 1 台端末の整備に

加え，様々な子供の習熟度に対応できる教材，

ソフトウェアが必要となる。大学等では，この

ようなソフトウェアのモデル等を開発し，学生

が個別学習の指導を体験できるようにするとい

ったことも，重要な役割であろう。 

これは，教職課程を担当する教員だけの問題

ではない。大学等に電子黒板や 1 人 1 台のタブ

レット PC 等が整備されていないと，これらを

使った指導を実施することは不可能だからであ

る。教職課程において，十分な ICT 活用指導力

の育成を進めるためには，大学等の環境整備も

不可欠である。 

 

付記 

本研究は，国立教育政策研究所プロジェクト

研究「教員養成課程等における ICT 活用指導力

の育成のための調査研究」として実施した。 
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（上段：大学教員）
（下段：現職教員）

小学校 中学校 高等学校

55.9 64.6 69.3
78.8 67.2 73.5
37.9 50.1 54.8
66.5 59.7 69.2
43.8 52.6 58.9
63.8 58.6 66.4
25.0 32.3 34.9
69.8 55.8 64.4

情報の収集や選択
（C1/5.2）
ソフト活用
（C2/5.3）
発表や表現
（C3/5.4）

知識の定着や技能の
習熟（C4/4.4）

表 4. ICT 活用を指導する能力（%） 
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